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背景
• 1834年に報告された手の拘縮を起こす、線維増殖性疾患

G. Dupuytren et al.  :Lancet,1834

• 長期間にわたり線維化は進み、QOLの低下などをまねく
J. Wiburn et al. :J Hand Surg, 2013

• 高齢、男性、北欧生まれがリスクと言われている
Ross DC. Hand Clin. 1999 

Geoghegan JM: J hand Surg Edinb Scot, 2004

• 糖尿病、飲酒、外傷、職業、フェノバルビタールの関与も
Ross DC. Hand Clin. 1999

Gudmundsson KG et al. J Clin Epidemiol. 2000

臨床的には肥満者に少ない印象があるが、肥満（BMI）
との関係は文献でほとんど注目されていない。



目的

200万人を超える大規模かつ民族的に多様な集団で糖尿病、

BMIとの関係を調査し、Dupuytren病のリスクを明らかにすること



方法

統計：

患者データをｔ検定、χ２乗検定を用いて、

Dupuytren病の有無を比較（P<0.05）

Kaiser Permanente Southern California
電子カルテ・データベース

• 2007年〜2014年 18歳以上のDupuytren病を抽出

• １年以内にBMIが測定できていないものは除外

BMI
Normal 18.5-24.9
overweight 25.0-29.9
obese class Ⅰ 30.0-34.9
obese class Ⅱ 35.0-39.9
extreme obesity 40<



結果













考察



Dupuytren病とBMI

• 肥満は発症の原因に関連し、BMIが高値であると発症リスクは下が
る

Gudmundsson KG:J clin Epidemiol, 2008

本研究

平均BMIはDupuytren病患者は25で、疾患を有して
いない患者では26.1であり、体重は平均して5.4kg少
なかった



Dupuytren病と糖尿病

• デュピュイトレンの拘縮の病因には、フリーラジカルの生成が重要な
要因となる可能性がある

Murrell GA et al.: Br Med J Clin Res Educ, 1987

• 高血糖の患者も酸素フリーラジカルのレベルが上昇している

Arkkila PE et al: Clin Exp Rhrumatol, 1996



• 糖尿病の患者では、メトホルミンかインスリンで治療された患者は発
症リスクが上がる

Geoghegan JM: J hand Surg Edinb Scot, 2004

Dupuytren病と糖尿病

本研究

• BMIとHbA1cとDupuytren病の発症の相関をしめしたが、なぜ相関
するかは不明

• しかし、BMIが10以上で若干低下したのは、BMIが高値の場合
HbA1cが上昇しにくいことが原因と考えられる



• Dupuytren病の組織は掌蹠脂肪と脂質組成が異なる。

また血清脂質レベルの上昇は発症と関連する。

Rabinowitz JL et al:Lipids, 1983 

• 脂質代謝の異常は、BMIの上昇と関連しており、肥満患者の60〜
70％が異常脂質血症である Feingold K et al: MDText.com, 2000

→ BMIよりも体脂肪率が評価に役立つ可能性がある

Dupuytren病と脂質代謝



Dupuytren病と脂質代謝

→患者がDupuytren病を発症したときの体脂肪率とBMIとの
関係を調べることが必要

本研究

• BMIが低い（18.5未満）患者の数が少ない
• BMIは体脂肪を正確に反映せず、BMIが高いが体脂肪含
量の低い患者も含まれている



• 手の反復的なストレスと微小外傷が原因の一つである

McFarlane RM: J hand surg Am, 1991

Bennet B: Br J ind Med, 1982など

→正常なBMIの患者は、より積極的に手を使い、微小外傷が絶えず、

症候性拘縮を発症する危険性が高いのではないか

→今後の前向き研究では、具体的には手の使用に関連する活動レ

ベルと、データの収集と分析を含める必要がある

Dupuytren病と外傷



Limitation

Retrospectiveである

診断に精通していない医師による診断が含まれる

発症時、発症初期のBMIが不明

手の活動レベルのデータがない

体脂肪率は分析されていない
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